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	液晶製造装置の大型化に対応
業界初の連続プレス法による超厚板２０mmの工業用硬質塩化ビニル板を発売
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三菱樹脂株式会社は、近年の液晶製造装置の大型化に伴い、液晶製造装置メーカーから要望されていた厚さ２０mmの工業用塩化ビニル板を開発、３月１０日から販売を開始します。液晶製造装置などの材料として使用される工業用硬質塩化ビニル板には、現在、連続プレス製法によって生産されるものが一般的に使用されておりますが、この連続プレス製法による硬質塩化ビニル板では、これまでは厚さ１５ｍｍが最も厚く、今般発売する厚さ２０mmは業界最大の厚みサイズとなります。

近年、液晶ディスプレイ用ガラス基板のサイズが第７世代、第８世代と大型化する事に伴って、液晶製造装置も大型化の傾向にあり、製造装置の躯体強度の向上が液晶製造装置メーカーの課題となってきています。その結果、その材料として使用されている硬質塩化ビニル板においても、より強度のある厚板品が要望されていました。

当社は、このご要望にお応えすべく、浅井工場の連続プレスの製造ラインにおいて、設備等を改良し、これまでを大きく上回る厚さ２０mmの塩化ビニル板の開発に成功しました。

なお、当社が１９９７年に業界で先駆けて開発した硬質塩化ビニル板の新製法「連続プレス製法」は、熱加工時や溶接時の白濁化が起こりにくいなど外観特性が非常に優れ、また製造コストでも優位にあることから、液晶製造装置や半導体製造装置など向けの工業用塩化ビニル板として一般的に使用されており、この連続プレス製法では、この厚さ２０mmが業界最大の厚みサイズとなります。

製品の発売は３月１０日で、主に日本や韓国の液晶製造装置メーカー向けに販売を予定しています。また発売する規格は、透明・アイボリーの２色、サイズは１,０００㎜×２,０００㎜と１,２１２㎜×２,４２４㎜の２サイズです。
【用語解説】

・第７世代、第８世代
液晶ディスプレイのガラス基板は、現在主流の第6世代（1.5×1.9m）から第7世代（1.9×2.2m）、第8世代（2.2×2.4m）へと進化し、大型化しています。パネルメーカーは、よりガラス基板が大きいほど、１枚のガラス基板から多くかつ大きなディスプレイを生産できます。

・連続プレス製法

　三菱樹脂が業界に先がけて開発した製法で、カレンダープレス製法と押出製法の長所を活かした製法です。シート層の界面が発生せず、連続的に高温で加熱・加圧するので、歪みが小さく熱加工しても外観の安定性が保てます。

【連続プレス製法による硬質塩化ビニル板の主な特長】

①優れた品質と経済性を両立させた塩化ビニル板です。

②低アウトガスおよび超純水での金属低溶出（鉛フリー）を実現した、クリーンな塩ビ材料です。

③成形倍率２倍くらいの真空成形、プレス成形が可能です。

④長さ3,500㎜までの特注寸法が可能です。

【写真】

	＜本件に関するお問い合わせ先＞

三菱樹脂株式会社　総務人事部　広報グループ　

TEL：０３－３２８３－４００６


